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3 ～ 4 回繰り返し行う。繰り返すたびに、加熱時
の放出ガスが減り、真空度も落ち着いてくるので封
止が可能となる。
封止作業は図 7 に示すような流れで行う。
試料管のくびれの最も細い部分を、ハンドバーナー
のシャープな炎で上下前後から全周を均一に加熱し
て行う。ガラスが軟らかくなり、大気圧で内側にへ
こんで内径が狭まってくる。更に加熱すると、管が
潰れてムク棒状態になるので、試料管を右に移動し
排気管から引き離す。図 8 に示す状態となり真空
図 2 　試料を入れた状態
図 3 　試料管の溶着
図 4 　くびれ加工
図 5 　高真空排気装置と電気炉の概念図
図 6 　封止前の脱ガス作業
図 7 　封止作業の流れ
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配管から分離され真空封入が完了となる。ここで高
真空排気装置の電源を切り、真空封入の全ての作業
が終了となる。
熱処理後、試料管から試料を取り出す方法は、試
料管を破壊するか、切断機等で切断して行う。試料
管の径や試料の性質によるが、工作部門の精密切断
機を使用して取り出すことも可能である。工作部門
では図 9 で示す二カ所を切断し開封を行っている。
切断後の試料管は洗浄を行い、割れや欠け（クラッ
ク）、汚れ等が無ければ再利用が可能である。洗浄
後の状態が良ければ、何度も繰り返し利用可能な場
合もあり、高価な石英ガラス管を効率的に使用できる。
おわりに
ガラス試料管を使用した真空封入は、真空を保持
するためのバルブも必要なく、安価で手軽に真空空
間を保てる。また、封入した試料管は、その状態で
加熱炉に入れ熱処理が可能で利便性が高い。ガラス
工作室で対応可能な石英試料管のサイズは、内径φ
8～φ30までとなる。納期は、低真空（ロータリー
ポンプのみ）の封入で当日、高真空封入は、最短で
依頼日の翌日夕方となる。
図 9 　真空封入管の切断開封
図 8 　封止作業完了
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